
編集・発行　北足立北部人権教育推進協議会
伊奈町教育委員会生涯学習課　（電話） 0 4 8 - 7 2 1 - 2 1 1 1

▲桶川市立集会所　夏休み子供教室（サイエンス教室）

№ ４０

桶川市小・中学生　人権標語優秀作品

手を取り愛　協力し愛　助け愛
大じょうぶ　そっとせ中に　よりそう手

マスクごし　めと、めで、　にっこり　ごあいさつ
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　「ふつう」って何？　人はそれぞれちがうから
思いやる　君の心を　行動に
笑顔の感染　大歓迎

「誰か」でなく　あなたのその手　さしのべて
水をやろう　個性という名の　花々に
悪口を、言わない、書かない、送らない
マスクでも　伝わる笑顔　届けよう
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本校における人権教育の取組

生涯学習人権講座研修

豊かな人権感覚を育むために

桶川市立集会所成人学級講座

北本市立北小学校

北本市教育委員会

桶川市立桶川中学校

桶川市教育委員会

　

本
校
で
は
、
学
校
教
育
目
標
「
な
か
よ
く　

か

し
こ
く　

た
く
ま
し
く
」
の
下
、
「
相
手
の
立
場

を
思
い
や
り
、
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
よ
く

考
え
て
差
別
を
な
く
そ
う
と
す
る
実
践
力
を
も
っ

た
児
童
を
育
て
る
」
を
人
権
教
育
目
標
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
目
標
の
下
、
様
々
な
教
育
活
動
を
通
し
て

人
権
感
覚
を
養
い
、
実
践
力
や
行
動
力
が
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
以
下
、
本
校

の
具
体
的
な
取
組
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

【
人
権
感
覚
育
成
の
た
め
に
】

・
人
権
作
文　

・
人
権
標
語　

・
校
長
講
話

・
高
齢
者
施
設
さ
く
ら
苑
と
の
連
携　
　
　

・
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
視
聴
（
六
年
生
）　

【
授
業
の
充
実
】

・
人
権
感
覚
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
授
業

・�

車
い
す
、
盲
導
犬
、
ボ
ッ
チ
ャ
等
の
体
験
を
取
り

入
れ
た
授
業

・
人
権
の
視
点
を
明
確
に
し
た
道
徳
授
業

【
特
別
活
動
】

・
北
小
ま
つ
り　

・
縦
割
り
班
活
動

　

北
本
市
で
は
、
人
権
教
育
の
啓
発
を
目
的
と
し

た
生
涯
学
習
人
権
講
座
研
修
会
を
毎
年
開
催
し
て

い
る
。
対
象
は
、
一
般
市
民
を
は
じ
め
、
教
職

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、
社
会
教
育
委
員
や
人
権
教
育

推
進
委
員
等
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
は
あ
る
が
、
六
月
以
降

十
一
月
ま
で
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

四
つ
の
人
権
課
題
を
テ
ー
マ
に
都
合
四
回
の
講
座

を
開
催
し
、
延
べ
百
六
十
七
名
が
受
講
し
た
。
関

係
者
へ
の
開
催
案
内
の
配
布
や
「
広
報
き
た
も

と
」
へ
の
掲
載
、
市
内
公
民
館
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
等
で
周
知
を
図
る
と
共
に
、
今
年
度
か
ら
、

二
次
元
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
参
加
申
し
込
み
を
導

入
し
て
利
便
性
を
高
め
た
。

　

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
『
普
通
』
と

い
う
言
葉
は
、
時
と
し
て
残
酷
な
言
葉
で
あ
り
、

無
意
識
に
差
別
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
」
（
第
一
回
・
性
的
少
数
者
の
人

権
）
「
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内

容
だ
っ
た
。
理
解
を
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
」
（
第
二

　

本
校
で
は
、
「
学
ぼ
う
未
来
へ　

育
て
よ
う
心

と
体
」
の
教
育
目
標
と
「
時
を
守
り
、
場
を
清

め
、
礼
を
つ
く
す
」
の
実
践
目
標
の
も
と
、
人
権

教
育
の
目
標
①
一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
能

力
、
態
度
、
実
践
力
を
養
う　

②
相
手
の
立
場
を

考
え
、
共
に
学
び
あ
え
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

育
て
る
を
掲
げ
、
全
教
育
活
動
を
通
じ
て
人
権
教

育
に
取
り
組
み
、
人
権
課
題
を
理
解
し
、
人
権
感

覚
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
本
校
の
具
体
的
な
取

組
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
人
権
感
覚
を
育
成
す
る
取
組
】

�　

全
校
生
徒
を
対
象
に
人
権
作
文
及
び
人
権
標
語

の
作
成
や
、
生
徒
会
を
中
心
に
落
ち
葉
掃
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

【
人
権
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
】

�　

人
権
関
連
情
報
や
人
権
標
語
、
人
権
作
文
の
優

秀
作
品
等
を
紹
介
し
、
人
権
に
つ
い
て
触
れ
、
意

識
で
き
る
場
を
設
定
し
て
い
る
。

【
各
校
務
分
掌
と
の
連
携
】

�　

図
書
館
教
育
と
連
携
し
、
図
書
室
に
世
界
人
権

週
間
に
合
わ
せ
て
人
権
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
広

　

桶
川
市
で
は
、
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
人
権

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
人
権
教
育
及
び
人
権
啓

発
推
進
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
桶
川
集
会
所
と
加

納
集
会
所
の
二
つ
の
集
会
所
を
設
置
し
て
い
る
。

集
会
所
で
は
、
利
用
登
録
団
体
の
活
動
や
夏
休
み

子
ど
も
教
室
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
教
室
が
実
施

さ
れ
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
集
会
所
事
業
の
一
つ
で
あ
る
成
人
学
級

講
座
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

成
人
学
級
講
座
は
、
市
役
所
や
そ
れ
ぞ
れ
の
集

会
所
に
お
い
て
年
間
を
通
し
て
全
六
回
開
催
し
て

い
る
。
講
座
で
は
、
講
師
に
よ
る
講
座
の
実
施
や

人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
に
よ
り
差
別
の
現
状
を
知

り
、
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
、
偏
見
や
差
別
の
な

い
よ
う
人
権
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
そ

の
解
決
に
向
け
努
力
で
き
る
よ
う
人
権
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

七
月
に
実
施
し
た
第
二
回
成
人
学
級
講
座
で

は
、
埼
玉
県
県
民
生
活
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課

か
ら
講
師
を
招
聘
し
「
豊
か
な
人
権
感
覚
と
身
近

な
人
権
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
っ
た
。

・
中
学
生
と
の
交
流

【
教
職
員
対
象
の
人
権
教
育
】

�　

夏
季
休
業
期
間
に
、
部
落
解
放
正
統
派
埼
玉
県

連
合
会
書
記
長　

藤
崎
昇
様
を
お
迎
え
し
、
「
部

落
差
別
と
人
権
」
―
差
別
に
気
づ
き
、
差
別
を
な

く
す
た
め
に
―
の
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

�　

部
落
差
別
は
、
現
在
も
続
く
問
題
で
あ
り
、
情

報
化
の
進
展
に
伴
い
、
新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
教

職
員
と
し
て

正
し
い
知
識

を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て

い
く
と
と
も

に
、
自
分
自

身
の
行
動
を

振
り
返
り
、

見
直
す
機
会

と
な
っ
た
。

回
・
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
）
「
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
利
用
が
増
え
る
と
同
時
に
、
危
険
が

よ
り
身
近
に
な
る
と
感
じ
た
。
活
用
や
利
用
の
仕

方
に
つ
い
て
改
め
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
っ

た
。
」（
第
三
回
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人

権
侵
害
）「
興
味
深
い
お
話
で
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
知
っ
て
一
緒
に
考

え
、
味
方
に
な
る
よ
と
い
う
心
構
え
が
大
切
だ
と

思
っ
た
。
」（
第
四
回
・
同
和
問
題
）
等
々
の
感

想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

今
後
も
差

別
の
な
い
明

る
い
社
会
づ

く
り
に
向

け
、
本
研
修

会
を
創
意
工

夫
の
う
え
、

計
画
的
に
実

施
し
て
い
き

た
い
。

く
人
権
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
健
指
導
と
連
携
し
、
保
健
だ
よ
り
で

中
学
生
の
心
と
体
の
変
化
を
扱
う
こ
と
を
通
じ
、

一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
養
う
一
助
と

し
て
い
る
。

【
教
職
員
の
人
権
教
育
研
修
】

�　

同
和
問
題
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
情

報
提
供
を
行
っ
た
り
、
人
権
感
覚
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
紹
介
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
各
授
業
の
中
で

人
権
に
関
わ
る
指
導
が
実
践
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

�　

こ
の
よ
う
な
取

組
を
通
じ
、
今
後

も
知
識
的
側
面
だ

け
で
は
な
く
、
人

権
へ
の
配
慮
や
態

度
と
い
っ
た
豊
か

な
人
権
感
覚
を
育

成
で
き
る
よ
う
、

実
践
し
て
い
き
た

い
。

身
近
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
資
料
と
具

体
的
な
事
例
を
も
と
に
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
」
「
『
命
の
尊
さ
』
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
「
一
人
一
人

が
大
切
に
さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
人
権
に

つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

今
後
も
時
代

と
と
も
に
新
た

な
人
権
問
題
が

発
生
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ

る
。
常
に
対
応

で
き
る
よ
う
、

成
人
学
級
講
座

を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
き
た

い
。

夏季休業中の研修の様子

第 2回研修会の様子

人権コーナー

第２回成人学級講座の様子
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本校の人権教育の取組

第36回畔吉集会所まつり

本校における人権教育の取組

コロナ禍における伊奈町の人権教育事業

上尾市立原市南小学校

上尾市教育委員会

伊奈町立小針中学校

伊奈町教育委員会

　

本
校
で
は
人
権
教
育
の
目
標
を
「
①
人
権
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
人
権
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

を
深
め
る
」
「
②
他
者
の
痛
み
を
共
有
で
き
る
共

生
の
心
を
育
む
」
「
③
同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々

な
人
権
問
題
に
正
し
く
対
処
し
、
解
決
し
よ
う
と

す
る
児
童
を
育
成
す
る
」
と
し
て
、
人
権
教
育
の

趣
旨
を
生
か
し
、
人
権
教
育
の
視
点
を
お
さ
え
た

教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

【
人
権
作
文
・
人
権
標
語
の
取
組
】

　

�　

埼
玉
県
人
権
作
文
集
「
は
ば
た
き
」
や
上
尾

市
「
人
権
作
文
・
標
語
集
」
を
活
用
し
、
二
年

生
以
上
の
児
童
が
人
権
作
文
と
標
語
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
人
権
標
語
に
つ
い
て
は
代
表
児
童

の
作
品
を
掲
示
す
る
こ
と
で
人
権
の
意
識
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

【
人
権
集
会
の
取
組
】

　

�　

毎
年
、
十
二
月
の
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
人

権
集
会
を
行
っ
て
い
る
。
各
学
級
で
い
じ
め
根

絶
の
た
め
の
「
行
動
宣
言
」
を
考
え
、
人
権
集

会
の
中
で
発
表
し
て
い
る
。
い
じ
め
の
な
い
学

校
を
目
指
し
て
い
く
上
で
、
大
切
な
取
組
と

　

上
尾
市
に
は
、
人
権
教
育
の
拠
点
施
設
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
原
市
集
会
所
と
畔
吉
集
会
所
が

あ
る
。
今
回
は
、
畔
吉
集
会
所
で
行
わ
れ
た
「
畔

吉
集
会
所
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、

令
和
二
年
・
三
年
と
中
止
に
な
っ
て
い
た
が
、
今

年
度
は
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
以
前
の
「
畔
吉
集
会
所

ま
つ
り
」
で
は
、
書
道
・
編
み
物
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
・
ス
ケ
ッ
チ
画
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
作
品
の
展
示

や
、
太
極
拳
・
健
康
体
操
・
民
踊
・
コ
ー
ラ
ス
・

大
正
琴
な
ど
の
実
演
が
行
わ
れ
、
集
会
所
利
用

サ
ー
ク
ル
の
一
年
間
の
学
び
の
成
果
の
発
表
の
場

と
し
て
、
ま
た
利
用
者
同
士
と
周
辺
住
民
と
の
交

流
促
進
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

今
年
度
は
、
参
加
を
希
望
す
る
七
団
体
の
代
表

者
が
集
ま
っ
て
会
議
を
実
施
し
、
企
画
・
運
営
を

行
っ
た
。

　

開
催
当
日
は
、
銭
太
鼓
・
コ
ー
ラ
ス
・
オ
カ
リ

ナ
の
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
の
実
演
発
表
や
、
裂
き
織

り
・
和
小
物
・
ス
ケ
ッ
チ
・
書
道
の
四
つ
の
サ
ー

　

本
校
で
は
、
学
校
教
育
目
標
「
自
ら
を
き
た
え

る
生
徒　

―　

正
し
く　

賢
く　

た
く
ま
し
く　

―
」
の
も
と
、
「
全
て
の
教
育
活
動
の
中
で
、
お

互
い
を
尊
重
し
、
個
性
を
認
め
合
う
心
、
正
義
感

や
公
正
さ
を
重
ん
じ
る
心
な
ど
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
て
る
」
「
各
人
権
課
題
に
関
す
る
知
識
や
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
様
々
な
人
権
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
実

践
的
態
度
を
育
て
る
」
を
人
権
教
育
目
標
に
掲

げ
、
次
の
よ
う
な
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

【
人
権
感
覚
の
育
成
に
向
け
た
取
組
】

①
人
権
作
文
の
実
施

　

本
年
度
の
五
月
に
各
学
年
で
人
権
に
視
点
を
あ

て
た
授
業
を
行
っ
た
。
内
容
は
子
ど
も
の
人
権
や

同
和
問
題
な
ど
で
あ
り
、
生
徒
の
発
達
の
段
階
に

応
じ
、
実
践
し
て
い
る
。
過
去
に
は
動
画
配
信
サ

イ
ト
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
に
関

す
る
動
画
を
教
材
と
し
て
視
聴
す
る
な
ど
、
幅
広

く
人
権
課
題
を
取
り
上
げ
た
う
え
で
、
人
権
作
文

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
後
の
作
文
で
は
、
生

徒
自
ら
題
材
を
さ
ら
に
調
べ
、
自
分
の
考
え
を
述

べ
た
も
の
や
、
日
常
の
出
来
事
か
ら
人
権
に
つ
い

て
考
え
た
も
の
な
ど
、
一
人
一
人
が
人
権
に
つ
い

　

伊
奈
町
で
は
多
様
化
す
る
人
権
課
題
に
対
し
て

様
々
な
人
権
教
育
事
業
を
計
画
し
て
い
る
が
、
昨

今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
思
う
よ
う
な
事
業
が

展
開
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

夏
休
み
に
小
中
学
生
を
対
象
に
、
ひ
ょ
う
た
ん

ラ
ン
プ
づ
く
り
を
通
し
て
、
異
学
年
や
講
師
と
の

交
流
を
行
い
、
人
権
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
っ
た
。
二
年
間
中
止
と
な
っ
て
い
た
従
来

の
バ
ス
で
県
外
の
施
設
を
見
学
す
る
形
か
ら
、
リ

ス
ク
を
最
大
限
減
ら
す
た
め
、
町
内
の
施
設
に
お

い
て
、
十
分
な
感
染
症
対
策
を
し
た
上
で
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
関
係
者
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
で
、
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。

　

九
月
、
十
月
に
は
人
権
講
座
を
実
施
し
た
。
令

和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
令

和
三
年
度
は
、
講
演
時
間
を
短
縮
し
、
人
数
を
制

限
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し
た
講
演

な
っ
て
い
る
。

【
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
取
組
】

　

�　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
四
年
生

は
車
椅
子
や
ア
イ
マ
ス
ク
の
体
験
な
ど
の
福
祉

に
関
す
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
や
、
他
者
と
共
存
の
意

識
を
学
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
取
組
】

　

�　

月
一
度
の

学
校
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
、

な
か
よ
し
班

活
動
で
の
異

学
年
交
流
、

人
権
意
識
を

高
め
ら
れ
る

よ
う
計
画
的

に
職
員
研
修

も
行
っ
て
い

る
。

ク
ル
の
作
品
展
示
が
行
わ
れ
、
三
十
四
名
の
参
加

者
と
五
十
六
名
の
見
学
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

「
集
会
所
ま
つ
り
」
に
対
す
る
サ
ー
ク
ル
会
員

の
意
識
は
高
く
、
熱
心
に
取
り
組
む
姿
に
、
集
会

所
の
長
い
歴
史
を
感
じ
る
。
こ
う
し
た
光
景
が
地

域
の
方
々
に
も
浸
透
し
て
お
り
、
毎
年
楽
し
み
に

し
て
訪
れ
る
方
も
多
い
。

　

「
集
会
所
ま
つ
り
」
を
機
に
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
活
動
内
容
も
分
か
り
、
利
用
者
間
の
新
た
な
交

流
も
生
ま
れ
て

い
る
。

　

今
後
も
、
こ

の
「
集
会
所
ま

つ
り
」
が
利
用

者
相
互
の
、
そ

し
て
地
域
間
の

交
流
の
場
と
な

る
よ
う
期
待

し
、
実
施
し
て

い
く
つ
も
り
で

あ
る
。

て
よ
く
考
え
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

②�

各
ク
ラ
ス
に
お
け
る
「
い
じ
め
撲
滅
宣
言
」
の

取
組

　

人
権
作
文
と
同
じ
時
期
に
、
い
じ
め
を
し
な
い

ク
ラ
ス
を
目
指
す
た
め
に
各
ク
ラ
ス
で
宣
言
を
つ

く
り
、
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
、
達
成
の
た
め
の
宣

言
を
一
人
一
人
が
用
紙
に
記
入
し
、
校
内
各
所
に

掲
示
し
て
い
る
。
こ
の
取
組
は
子
ど
も
た
ち
の

日
々
の
生
活
の
振
り
返
り
や
豊
か
な
人
権
感
覚
の

育
成
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
本
校
で
は
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
人

権
標
語
な
ど

の
取
組
に
加

え
、
日
々
の

教
育
活
動
の

様
々
な
場
面

を
通
し
て
、

生
徒
の
豊
か

な
人
間
性
の

育
成
を
図
っ

て
い
る
。

映
像
の
上
映
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、
対
策
を
講
じ

た
う
え
で
開
催
し
た
。
来
年
度
に
お
い
て
も
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
念
頭
に
、
従
来
の
形
に
と
ら
わ
れ

ず
、
安
心
し
て
よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
開
催
方
法
等
の
工
夫
や
研
修
内

容
の
充
実
を
図
り
、
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　

年
度
末
に
は
、
人
権
教
育
広
報
紙
「
み
ど
り
」

を
発
行
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
十

分
な
事
業
が
展
開

で
き
な
い
中
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
人

権
教
育
に
対
し
関

心
を
高
め
、
人
権

感
覚
が
磨
か
れ
る

よ
う
、
よ
り
良
い

広
報
紙
の
作
成
を

工
夫
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

総合的な学習の時間での車椅子体験

第36回畔吉集会所まつりの様子

いじめ撲滅宣言とそれに関するポスター

人権講座の様子
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性別に捉われない自己肯定感の尊重

やさしい心を育む

本校における人権教育の取組

フレンドスクール（夏休み子ども学習会）

伊奈町子育て支援センター

上尾市立大石保育所

鴻巣市立馬室小学校

鴻巣市教育委員会

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
育
所
保
育
指
針
の
「
子

ど
も
の
性
差
や
個
人
差
に
も
留
意
し
つ
つ
、
性
別

な
ど
に
よ
る
固
定
的
な
意
識
を
植
え
付
け
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
「
地
域
の
保
護
者
等

に
対
し
て
、
保
育
所
保
育
の
専
門
性
を
生
か
し
た

子
育
て
支
援
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
努
め
る
こ

と
」
を
踏
ま
え
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

【
性
差
に
関
わ
ら
ず
そ
の
子
ら
し
さ
を
大
切
に
す

る
】

　

形
や
色
・
手
触
り
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き

る
様
々
な
タ
イ
プ
の
玩
具
を
用
意
し
、
子
ど
も
の

選
択
や
言
動
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
て
い
る
。

【
個
人
差
に
配
慮
し
、
そ
の
子
ら
し
さ
を
大
切
に

す
る
】

　

様
々
な
物
や
出
来
事
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、

紙
芝
居
や
体
操
等
で
一
緒
に
過
ご
し
、
本
人
の
意

思
で
向
き
合
え
た
こ
と
を
認
め
た
り
、
褒
め
た
り

す
る
こ
と
で
次
に
や
ろ
う
と
す
る
意
欲
や
自
己
肯

定
感
が
育
つ
こ
と
を
保
護
者
に
伝
え
て
い
る
。

　

大
石
保
育
所
で
は
、
乳
幼
児
期
は
、
人
間
形
成

の
基
礎
を
築
く
大
切
な
時
期
と
捉
え
て
い
る
。
ま

た
、
大
人
の
あ
た
た
か
い
愛
情
の
も
と
で
、
一
人

一
人
の
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
輝
い
て
生
活
し
、

健
や
か
に
成
長
し
て
欲
し
い
と
考
え
、

一　

元
気
に
明
る
く
あ
そ
べ
る
子

二　

お
友
だ
ち
を
思
い
や
り
や
さ
し
く
で
き
る
子

三　

自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
相
手
の
話
も
聞
け

　
　

る
子

の
三
つ
を
保
育
目
標
と
し
て
、
保
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　　

大
石
保
育
所
は
住
宅
街
の
中
に
あ
る
保
育
所
だ

が
周
辺
は
自
然
が
豊
か
で
、
四
季
を
感
じ
な
が
ら

散
歩
が
で
き
、
木
の
実
拾
い
や
草
花
を
摘
ん
で
、

制
作
や
ま
ま
ご
と
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
昆
虫
に
触
れ
る
機
会
も
多
く
、
特
に
年

長
児
は
昆
虫
に
興
味
関
心
が
高
く
、
友
だ
ち
と
よ

く
観
察
し
、
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
重
ね
る
中
で
、
友
だ

ち
同
士
の
か
か
わ
り
や
小
さ
い
子
へ
の
か
か
わ
り

　

本
校
は
、
鴻
巣
市
で
三
番
目
に
歴
史
の
あ
る
学

校
で
あ
る
。
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
学
校
教

育
目
標
「
と
も
に
伸
び
る
馬
室
っ
子
」
の
も
と
、

認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
協
力
す
る
子
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
人
権
教
育
目
標
と
し
て
、

「
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
人
権
に
つ
い
て
の

正
し
い
理
解
を
深
め
、
様
々
な
人
権
問
題
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
子
を
育
て
る
」
を
掲
げ
て
い
る
。

【
人
権
感
覚
育
成
の
た
め
の
取
組
】

①
人
権
作
文
へ
の
取
組

②
あ
い
さ
つ
運
動
の
実
施

③
人
権
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

④
道
徳
の
授
業
公
開
の
実
施

⑤
「
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用

⑥
花
育
活
動
の
実
施　

【
本
校
独
自
の
取
組
】

①
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
イ
ム

　

�　

縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
遊
び
、
異
学
年
間
の
交

流
を
図
る
。
ま
た
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
環
境
タ

イ
ム
（
除
草
作
業
）
も
行
っ
て
い
る
。

②
稲
作
体
験

　

鴻
巣
市
で
は
、
集
会
所
で
学
習
す
る
こ
と
に
よ

り
、
友
達
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
び
、
様
々
な

人
権
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
明
る
い
地
域
・
社

会
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
夏
休

み
に
「
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
」
（
夏
休
み
子
ど
も

学
習
会
）
を
開
講
し
て
い
る
。
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
三
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

集
会
所
近
隣
の
三
つ
の
小
学
校
か
ら
参
加
者
を

募
集
し
、
三
十
六
名
の
児
童
が
参
加
し
た
。
七
月

二
十
一
日
（
木
）
か
ら
七
月
二
十
九
日
（
金
）
の

期
間
の
中
で
学
校
ご
と
に
六
日
間
実
施
し
、
延
べ

参
加
人
数
は
、
百
八
十
六
名
で
あ
っ
た
。

　

学
習
会
で
は
、
学
校
ご
と
に
計
画
を
立
て
、
教

員
の
指
導
の
も
と
国
語
、
算
数
、
図
工
な
ど
を
低

学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に

学
習
す
る
。
ま
た
、
例
年
「
人
権
学
習
」
と
し

て
、
学
校
ご
と
に
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
を
設

け
て
お
り
、
今
年
度
は
、
市
教
育
委
員
会
の
職
員

に
よ
る
人
権
に
つ
い
て
の
講
話
の
ほ
か
、
人
権
啓

発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
は
じ
め
て
学
ぶ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
①
男
ら

【
あ
り
の
ま
ま
の
成
長
や
姿
を
大
切
に
す
る
】

　

個
別
相
談
で
は
、
成
長
し
た
あ
り
の
ま
ま
の
姿

を
喜
び
、
次
の
課
題
に
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う
話

を
聞
き
、
保
護
者
が
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
内
容
を
一
緒
に
考
え
て
い
る
。

　

遊
び
の
選
択
や
自
己
表
現
を
自
由
に
で
き
、
自

分
の
行
動

を
否
定
さ

れ
ず
、
思

い
っ
き
り

遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る

環
境
を
整

え
、
自
己

肯
定
感
が

育
つ
こ
と

を
大
切
に

し
て
い
き

た
い
。

だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
生
き
物
に
対
し
て
も
、
愛

お
し
む
気
持
ち
や
思
い
や
り
の
心
、
優
し
さ
な
ど

を
育
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
命

の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
む
活
動
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

地
域
の
農
家
の
方
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
田

植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
を
行
う
。

③
地
域
の
伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
取
組

　

�　

滝
馬
室
地
区
に
伝
わ
る
「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」

の
継
承
へ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
さ
さ
ら
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
行
い
、
地
域
の
方
に
御
指
導
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
渦
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な

思
い
を
抱
え
て
学

校
生
活
を
送
っ
て

い
る
。
今
ま
で
の

よ
う
な
人
間
関
係

を
築
く
こ
と
が
難

し
い
中
で
も
、
相

手
や
周
り
の
人
の

こ
と
を
考
え
て
行

動
す
る
「
思
い
や

り
の
あ
る
馬
室
っ

子
」
の
育
成
に
努

め
て
い
き
た
い
。

し
い
色
？
女
ら
し
い
色
？
」
、
「
同
級
生
は
外
国

人
」
の
視
聴
を
行
っ
た
。

　

最
終
日
に
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
感
想
文
に

は
、
「
フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
に
行
く
と
、
勉
強
が

は
か
ど
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
「
ず

こ
う
が
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
」
「
ぼ
く
は
フ
レ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
を
ま
た
や
っ
て
み
た
い
で
す
。
」

と
い
っ
た
声
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
と
し
て
「
人

権
学
習
」
の
内
容
を
挙
げ
た
児
童
は
、
「
男
性
で

も
女
性
で
も
ど
ん
な
仕
事
に
つ
い
て
も
よ
い
と
い

う
こ
と
を
学
び
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
」
と
綴
っ
て
い
た
。

　

今
後
も
フ
レ
ン
ド

ス
ク
ー
ル
が
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
よ
り

良
い
仲
間
づ
く
り
、

学
び
の
場
と
な
る
よ

う
、
学
習
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

お話し会の様子

カナヘビを観察する年長児の様子

フレンドリータイムの様子
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Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
事
業
は
、
生
徒
た
ち
が
色
々
な
年

齢
層
の
方
々
と
触
れ
合
う
経
験
を
通
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
生
き
る
力
の
育
成

等
を
図
る
、
よ
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
人
権
学
習
（
全
学
年
）
】

　

人
権
学
習
は
、
全
学
年
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
。
昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
教
室
で
「
障
害
の
あ
る
人
と
人
権
～
誰
も

が
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
～
」
を
視
聴

し
な
が
ら
、
生
徒
個
々
が
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
記
入

し
て
い
く
方
法
で
実
施
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
改
め
て
障
害
が
あ
る
方
も
な
い

方
も
一
緒
に
生
活
す
る
共
生
社
会
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

【
性
教
育
講
演
会
（
一
年
生
）
】

　

一
年
生
を
対
象
に
、
性
教
育
に
関
す
る
講
演
会

を
実
施
し
た
。
昨
年
度
は
、
「
り
ん
ご
の
色
～
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
～
」
を
視
聴
し
な

が
ら
、
生
徒
個
々
が
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
記
入
し

た
。

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
、
よ
い
機
会
で
あ
っ

た
。

本校における人権教育の取組について

本校の人権教育活動について

埼玉県立上尾南高等学校

埼玉県立北本高等学校

　

本
校
は
、
「
地
域
の
期
待
に
応
え
、
誠
実
な
自

己
を
誇
り
と
し
て
、
心
身
と
も
に
健
康
で
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
間
性
豊
か
な
生
徒
を
育
成
す
る
安

心
・
安
全
な
学
校
」
を
目
指
し
、
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
授
業
や
学
校
行
事
を
通

じ
て
人
権
感
覚
の
育
成
に
努
め
て
き
た
。

一　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

　

十
一
月
に
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
し
て
、

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
講
演
会
」
を
行
っ
た
。
講
演

会
は
埼
玉
県
教
育
局
人
権
教
育
課
の
事
業
と
し
て

行
わ
れ
、
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
の
滝
島
真
優
さ

ん
、
藤
木
和
子
さ
ん
か
ら
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

講
演
で
は
、
藤
木
さ
ん
自
身
の
体
験
を
語
っ
て
い

た
だ
き
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
抱
え
る
精
神
的
な

負
担
や
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
自
身
が
、
社
会
に
助

け
を
求
め
に
く
い
境
遇
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
講
演
後
、
生
徒

は
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
、
講
演
の
内
容
を
も
と

に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
抱
え
る
問
題
が
自
分
た
ち
に
と
っ
て
身
近

な
問
題
だ
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
放
課

後
に
は
、
職
員
対
象
の
研
修
会
を
実
施
し
た
。
研

修
会
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
を
他
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
必
要
性
に
つ

い
て
認
識
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

二　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

　

六
月
に
、
地
歴
・
公
民
科
の
授
業
で
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
法
務
省
が
製
作
を
し
た

人
権
啓
発
動
画
「
あ
な
た
が
あ
な
た
ら
し
く
生
き

る
た
め
に　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
人
権
」
を
生

　

本
校
は
、
北
本
市
小
・
中
・
高
相
互
交
流
事
業

「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」
の
実
施
等
に
よ
り
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
る
北
本
市
唯
一
の
普

通
科
高
校
で
あ
る
。
一
・
二
年
生
で
は
少
人
数
学

級
編
成
を
導
入
し
、
き
め
細
か
い
指
導
を
行
う
こ

と
で
、
生
徒
一
人
一
人
の
進
路
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
騎
西
特
別
支
援
学
校
北

本
分
校
が
開
校
し
、
各
学
校
行
事
等
で
生
徒
が
交

流
す
る
場
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
共
生
社
会
の
実
現

を
図
っ
て
い
る
。

【
北
本
市
小
・
中
・
高
相
互
交
流
事
業
】

　

こ
の
事
業
は
、
北
本
市
内
の
小
学
校
・
中
学

校
・
本
校
が
授
業
公
開
や
出
前
授
業
お
よ
び
部
活

動
の
合
同
練
習
会
等
を
通
じ
て
、
児
童
・
生
徒
を

は
じ
め
学
校
間
の
交
流
促
進
、
教
職
員
の
指
導

力
、
資
質
向
上
、
部
活
動
の
相
互
活
性
化
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
主
な
内
容
に
つ
い
て

は
以
下
の
も
の
に
な
る
。

①
高
校
生
に
よ
る
あ
い
さ
つ
運
動
等

②
高
校
生
に
よ
る
ま
な
び
あ
い
交
流
活
動

③
高
校
教
諭
に
よ
る
中
学
校
へ
の
出
前
授
業

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

事
業
を
縮
小
し
、
実
施
し
て
い
る
。
）

　

昨
年
度
に
つ
い
て
は
、

①
小
学
校
で
の
ま
な
び
あ
い
活
動

②
中
学
校
へ
の
出
前
授
業

を
行
っ
た
。

徒
に
視
聴
さ
せ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

の
理
解
を
促
し
た
。
授
業
後
、
生
徒
の
感
想
に

は
、
「
こ
れ
ま
で
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
い

な
か
っ
た
」
「
す
ぐ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
だ
」
と
い
っ
た
感
想
が
見
ら
れ
、
生
徒

自
身
が
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
「
他

人
事
」
か
ら
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
る
き
っ
か

け
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
る
。

三　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て

　

今
年
度
か
ら
、
上
尾
特
別
支
援
学
校
上
尾
南
分

校
が
高
校
内
分
校
と
し
て
開
校
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
、
別
の
環
境
で
学
ん
で
き
た
生
徒
同
士
が
、
同

じ
校
舎
で
と
も
に
学
ぶ
姿
は
、
職
員
に
と
っ
て
も

新
鮮
な
も
の
で
あ
る
。
障
害
の
有
無
を
超
え
て
、

本
校
の
生
徒
も
分
校
の
生
徒
も
、
互
い
を
認
め
合

え
る
環
境
を
築
き
つ
つ
あ
る
。
今
年
度
の
学
校
行

事
で
は
、
新
体
力
テ
ス
ト
、
体
育
祭
、
文
化
祭
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
芸
術
鑑
賞
会
を
、
分
校
と
共
同

で
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
分
校
の
生
徒
が
栽
培

し
た
野
菜
や
、
実
習
で
調
理
し
た
パ
ン
を
、
昼
休

み
に
本
校
の
生
徒
に
販
売
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
る
。
開
校
当
初
は
職
員
や
生
徒
に
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
ら
い
い
の
か
、
疑
問
や
不

安
が
多
か
っ
た
の
で
、
上
尾
南
分
校
の
職
員
を
講

師
と
し
て
、
本
校
職
員
対
象
の
特
別
支
援
教
育
研

修
会
を
行
っ
た
。
上
尾
南
分
校
の
教
育
活
動
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
研
修
会
後
に
は
、

本
校
職
員
が
互
い
を
認
め
合
い
、
共
存
し
て
い
く

意
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ヤングケアラー職員研修会

ヤングケアラー講演会

性教育講演会

まなびあい活動
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人
　
権
　
作
　
文

知
っ
て
も
ら
う
こ
と

鴻
巣
市
立
赤
見
台
中
学
校
　
二
年

髙
村
　
結
衣

　

私
は
側
弯
症
で
あ
る
。
簡
単
に
言
う
と
、
背

骨
が
横
に
曲
が
っ
て
い
る
。

　

小
学
校
五
年
生
の
と
き
、
「
モ
ア
レ
検
査
」

に
引
っ
か
か
っ
て
手
紙
が
来
た
。
学
校
で
の
検

査
等
が
あ
っ
て
も
、
手
紙
が
来
る
の
は
だ
い
た

い
歯
と
目
く
ら
い
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
そ
れ

は
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。�

　

母
と
一
緒
に
整
形
外
科
に
行
き
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
撮
り
、
親
子
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
待
っ

た
。
「
嫌
な
予
感
が
す
る
」
と
い
う
気
持
ち
は

口
に
出
さ
ず
に
押
し
込
め
て
、
た
だ
た
だ
真
白

い
床
を
見
つ
め
て
い
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
恐
る

恐
る
診
察
室
の
扉
を
開
け
て
、
二
人
で
中
に

入
っ
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
写
真
は
、
に
わ
か
に

は
信
じ
が
た
い
も
の
だ
っ
た
。
背
骨
の
真
ん
中

あ
た
り
が
右
の
方
へ
、
ぐ
い
ん
と
曲
が
っ
て
い

た
。
そ
し
て
お
医
者
さ
ん
か
ら
こ
の
症
状
の
名

前
を
告
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
「
側
弯
症
」
で
あ

る
。
思
春
期
の
女
子
に
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ

れ
る
、
原
因
不
明
の
症
状
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
検
診
は
何
度
か
あ
っ
た
が
、
小
学

六
年
生
が
終
わ
り
に
近
づ
く
冬
頃
、
つ
い
に
お

医
者
さ
ん
か
ら
症
状
の
深
刻
さ
が
説
明
さ
れ

た
。
あ
と
少
し
で
手
術
を
視
野
に
い
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
最
初
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
よ

り
、
は
る
か
に
骨
が
曲
が
っ
て
い
た
。
絶
望
し

た
。
四
十
二
度
だ
っ
た
。

　

手
術
は
四
十
五
度
以
上
曲
が
っ
て
い
て
、

成
長
が
完
全
に
終
わ
っ
て
か
ら
で
な
い
と
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
放
置
し

て
症
状
を
進
行
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
こ
で
、
背
骨
を
真
っ
す
ぐ
に
矯
正
さ
せ
る
た

め
に
、
私
は
装
具
（
俗
に
言
う
コ
ル
セ
ッ
ト
）

を
身
に
着
け
て
、
生
活
し
な
く
て
は
い
け
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

装
具
は
私
の
上
半
身
を
形
ど
っ
た
も
の
で
、

遠
目
に
見
る
と
、
ま
る
で
マ
ネ
キ
ン
の
よ
う

だ
っ
た
。
上
下
と
真
ん
中
、
合
わ
せ
て
三
つ
の

マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
横
に
あ

る
金
具
に
通
し
て
、
ぐ
い
ぐ
い
と
引
っ
張
り
固

定
す
る
。
か
な
り
力
が
必
要
な
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
ほ
ど
骨
の
曲
が
り
具
合
が
強
い
の
で
あ

る
。
た
だ
、
そ
ん
な
も
の
を
身
に
着
け
て
い
る

た
め
、
後
ろ
か
ら
見
て
、
装
具
の
突
起
部
分
が

目
立
っ
て
し
ま
う
。
私
は
と
に
か
く
そ
の
こ
と

が
心
配
だ
っ
た
。
側
弯
症
の
治
療
に
現
実
味
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
だ
が
、
装
具
を
身
に
着
け

た
瞬
間
に
、
そ
う
い
っ
た
不
安
が
私
を
襲
っ

た
。
こ
れ
か
ら
身
体
を
締
め
付
け
ら
れ
、
苦
し

み
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

恐
怖
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
、
私
は
周
囲
の
視

線
が
一
番
気
が
か
り
だ
っ
た
の
だ
。

　

私
の
親
も
同
様
だ
っ
た
。
母
は
見
た
目
か
ら

陰
口
を
言
わ
れ
た
り
、
い
じ
め
ら
れ
た
り
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
。
母

は
私
の
た
め
に
涙
を
流
し
た
。

　

知
人
の
孫
に
側
弯
症
の
子
ど
も
が
い
る
祖
母

は
、

「
命
に
関
わ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
ら
大
丈

夫
。
」

と
言
っ
た
。
母
は
安
堵
し
て
、
私
に
そ
の
こ
と

を
話
し
て
く
れ
た
。
安
心
し
た
。
だ
が
、
何
よ

り
私
を
心
配
し
て
一
緒
に
考
え
て
く
れ
た
母
が

い
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　

そ
し
て
中
学
生
に
な
り
、
私
は
学
校
生
活
で

本
格
的
に
装
具
を
身
に
着
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
先
生
方
に
説
明
し
て
、
少
し
気
が
楽
に

な
っ
た
。
抱
え
込
ん
で
い
た
不
安
が
軽
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
る
ほ
ど
心
強
か
っ
た
の
で
あ

る
。��

　

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
へ
、
担
任
の
先
生
か
ら
私

の
側
弯
症
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
っ
た
。
肩
の

荷
が
下
り
た
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
。
こ
れ
で

み
ん
な
に
分
か
っ
て
も
ら
え
る
。
変
な
目
で
見

ら
れ
な
い
。
こ
の
と
き
の
私
は
、
き
っ
と
「
受

け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
」
を
望
ん
で
い
た
の
だ
。��

　

し
か
し
、
一
年
経
っ
た
今
、
私
は
本
当
に
求

め
て
い
た
の
は
「
理
解
」
で
は
な
く
「
周
知
」

だ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
分
か
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
も
嬉
し
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
に
知
っ
て

も
ら
え
る
だ
け
で
幸
せ
だ
っ
た
の
だ
。

　

「
理
解
」
の
定
義
は
私
に
も
分
か
ら
な
い
。

私
も
側
弯
症
を
完
全
に
理
解
で
き
て
い
る
と
は

思
え
な
い
。
だ
が
、
「
理
解
」
は
「
周
知
」
の

先
に
あ
り
、
個
人
が
向
き
合
う
複
雑
な
も
の
と

い
う
こ
と
は
分
か
る
。

　

「
理
解
」
は
す
る
こ
と
も
、
求
め
る
こ
と
も

難
し
い
。
だ
か
ら
私
に
は
「
周
知
」
で
充
分
な

の
で
あ
る
。
周
り
が
知
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
、

大
き
な
安
心
感
に
つ
な
が
る
の
だ
。

　

誰
か
に
話
し
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
の
中
の
お
も
り
が
軽
く
な
っ
て
解
放

さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
る
が
、
反
対
に

自
分
の
中
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
辛
く
な

る
。
そ
ん
な
と
き
、
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も

大
事
だ
け
れ
ど
、
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
一
番
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

私
の
装
具
も
、
夏
に
な
れ
ば
汗
が
く
っ
つ
い

て
暑
苦
し
い
け
れ
ど
、
冬
に
な
る
と
意
外
と
暖

か
い
。
堅
い
素
材
だ
か
ら
、
い
つ
で
も
身
を
守

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
も
な
れ
る
。
そ
ん

な
ふ
う
に
、
辛
い
こ
と
も
よ
か
っ
た
こ
と
も
誰

か
に
話
し
て
み
る
。
そ
れ
が
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
、
と
て
も
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
今
は
考

え
ら
れ
る
の
だ
。

　
「
人
権
尊
重
社
会
を
目
指
す
県
民
運
動
」
を

推
進
し
、「
人
権
を
尊
重
し
合
う
共
生
社
会
実

現
の
た
め
、
人
権
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
た

ら
よ
い
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、「
朝
霞
市
ゆ

め
ぱ
れ
す
」
で
令
和
四
年
七
月
二
十
九
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
の
全
体
会
に
お
い
て
、
開
会
行
事
、
情

報
提
供
、
人
権
作
文
の
発
表
会
及
び
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
県
か
ら
は
、
学
校
や
人
権
を
取

り
巻
く
情
勢
の
変
化
や
、「
同
和
問
題
」
な
ど

従
来
か
ら
の
人
権
問
題
に
加
え
、「
性
的
指
向
・

性
自
認
」、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
な
ど
の
新
た

な
人
権
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
四
年
三

月
に
本
県
人
権
教
育
の
施
策
の
方
向
性
を
示
す

「
埼
玉
県
人
権
教
育
実
施
方
針
」
を
改
訂
し
た

こ
と
な
ど
が
、情
報
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

人
権
作
文
の
発
表
で
は
、
児
童
生
徒
が
具
体
的

体
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
心
に
訴
え
る
と

と
も
に
、
改
め
て
人
権
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
発
表
で
し
た
。

　

後
半
の
分
科
会
で
は
、「
同
和
問
題
」「
子
ど

も
・
様
々
な
人
権
課
題
」「
高
齢
者
」「
障
害
の

あ
る
人
」「
女
性
・
性
の
多
様
性
」「
外
国
人
」

の
六
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

権
課
題
に
沿
っ
た
実
践
報
告
や
参
加
者
の
日
常

実
践
を
通
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
質
疑
や
熱
心

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
と
分
科
会
を
通
し
て
、
参
加
者
の
課

題
意
識
も
深
ま
り
、
さ
ら
な
る
実
践
意
欲
の
高

ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

北
足
立
北
部
地
区
人
権
教
育
広
報
紙

第
四
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

発
行
に
あ
た
り
、
皆
様
の
御
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年
度

南
部
地
区
人
権
教
育
実
践
報
告
会

開
催
さ
れ
る

令和₅年₂月２２日発行 第 40 号人 権 教 育 広 報
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